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本日の話題 

1. 研究データの公開と再利用の背景 

 

2. 英国の大学図書館における研究データ管理支援 

• エディンバラ大学，グラスゴー大学 

• デジタルキュレーションセンター（DCC） 

 

3. 日本の研究データ管理支援にむけて 
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http://www.phdcomics.com/comics/archive.php?comicid=462 
Callaghan, S. Research Data Overview. OpenAIRE/LIBER Workshop.28 May 2013, Ghent Belgium 
http://libereurope.eu/blog/dealing-with-data-workshop-videos-presentations 
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REUSE 

3年 



研究の信頼性 
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研究データ公開の義務化と関連組織 

学術雑誌 政府機関 助成団体 大学 
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50カ国+の助成機関の連携組織 NSFや欧州連合の研究データ同盟 



研究データ公開＝引用の増加 

69% 31% 35% 

DNAデータ1) 天文学データ3) 古海洋学データ2) 

2013/10/25 IKEUCHI UI 9 



研究データの保存先 

Robinson, Nigel. Discovery, Access, and Citation of  
Published Research Data. 2013. 
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2013年3月28日 495(7442) 



大学図書館による研究データ管理支援 

サービス 

 

職員 

 

費用 

 

問題点 
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英国の大学図書館における 
研究データ管理支援 



インタビュー調査 

エディンバラ大学 

国立大学（1583年設立） 

 

人文・社会学部，理工学部，
医学・獣医学部 

 

     （本部） 

グラスゴー大学 

国立大学（1451年設立） 

 

人文学部，生命科学学部，
理工学部，医学・獣医学部 
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インタビュイー 

エディンバラ大学 

 

Stuart Lewis氏 

Head of Digital Library 

 

グラスゴー大学 

 

Joy Davidson氏 

DCC, 4C Project 
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EDINAとデータライブラリ 
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http://www.ed.ac.uk/polopoly_fs/1.109258!/fileManager/StaffChart_Mar13-NoGrades.pdf 

EDINAとデータライブラリの職員 

利用者サービス 



研究データ管理ガイダンス 

1. 研究データを管理する理由 

2. データ管理計画 

3. データの記録 

4. データの保存とバックアップ 

5. データセキュリティと保護 

6. データ共有の利点 

7. データの共有方法 

8. データ管理支援 
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研究データ管理トレーニング 
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研究者のためのデータ管理支援 
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関連部署・機関との連携 
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助成獲得，研究倫理，ITサポート，図書館，データ保護と情報公開オフィス 



インタビュー概括 

エディンバラ大学 

大規模なスタッフ組織 

 

1.6PBのサーバを購入 
※巨大データは外部リポジトリへ 

 

 

グラスゴー大学 

少人数だが学内・外部機関と連携 

 

外部リポジトリも積極的に活用 
※データは10年後に見直し（EPSRC） 
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推進要因：助成機関からの要請 
 
費用：年によって図書館の予算や外部資金の割合はさまざま 
 
職員：オンラインコースやDCCのトレーニングセッションを活用 
 
ライブラリースクール：新しい分野のため，まだ不十分 



研究データ管理をオンラインで学ぶ 
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DCC: Digital Curation Center 
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インタビュイー 

 Kevin Ashley氏（Director） 

 Jonathan Rans氏 

 Angus Whyte博士 
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研究データ管理サービス構築ガイド 
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http://www.dcc.ac.uk/resources/developing-rdm-services 



大学のポリシーや計画策定の支援 
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Overview of funders‘ data policies（助成機関のデータポリシー概要） 
http://www.dcc.ac.uk/resources/policy-and-legal/overview-funders-data-policies 



DCCの実施したトレーニング 
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Digital Curation 101: How to Manage Research Data  
http://www.dcc.ac.uk/training/dc-101 



分野別メタデータ標準の例 
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http://www.dcc.ac.uk/resources/metadata-standards 



日本の研究データ管理支援に 
むけて 



研究のライフサイクル 
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アイデア 

共同研究者 

シミュレート等 

データ分析 

データ共有 

研究計画 

出版 
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Tenopir, C. et al.4) 

アイデア 

共同研究者 

シミュレート等 

データ分析 

データ共有 

研究計画 

出版 

機関リポジトリ 

資金獲得 



Thanks, figshare! 
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I saved 3 hours! 



研究データ 

 0.7 ZB (2009) → 35 ZB (2020)5) 
※1ZB=1012GB 

  

統合検索システム 
メタデータの標準化 

DOI 

名寄せ 

論文へのリンク 

 

研究データ活用のための整備 
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まとめ：大学図書館による支援 

海外のトレーニングプログラムの活用 

 

ポリシーと計画の策定 
 図書館が支援するべき部分を明らかに 

 

データリポジトリの構築 and/or 紹介 
標準化されたメタデータの活用 

DOIの付与 

論文へのリンク 
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まとめ：大学図書館による支援 

海外のトレーニングプログラムの活用 

 

ポリシーと計画の策定 
 図書館が支援するべき部分を明らかに 

 

データリポジトリの構築 and/or 紹介 
標準化されたメタデータの活用 

DOIの付与 

論文へのリンク 論文は最強のメタデータ 
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